
がんがんの現状と免疫の現状と免疫
免疫学的スクリーニング・システム免疫学的スクリーニング・システム

「がん免疫ドック「がん免疫ドック（イムノドック（イムノドック）」）」



従来の従来の
がん検診でいいのかがん検診でいいのか??



死亡原因死亡原因



男女別死亡数男女別死亡数



臓器別患者数臓器別患者数



諸外国罹患率トップがん（諸外国罹患率トップがん（19951995））



がん死亡率：がん死亡率：
５０年間で男性１・５倍増５０年間で男性１・５倍増 女性は０・９倍に低下女性は０・９倍に低下

日本人のがん死亡率はこの５０年間で男性が１・５倍に日本人のがん死亡率はこの５０年間で男性が１・５倍に
増え、女性は逆に０・９倍と低下していることが２３日、厚増え、女性は逆に０・９倍と低下していることが２３日、厚
生労働省が公表した「がん（悪性新生物）死亡統計」で分生労働省が公表した「がん（悪性新生物）死亡統計」で分
かった。かった。

種類別に見ると、がん死者数に胃がんが占める割合は種類別に見ると、がん死者数に胃がんが占める割合は
１９６０年と９９年を比べると、男性は５２％から１７％に、１９６０年と９９年を比べると、男性は５２％から１７％に、
女性は３９％から１５％に減った。一方、女性は３９％から１５％に減った。一方、気管・気管支・肺気管・気管支・肺
のがんは男性では７％から１０％に、肝臓や肝内胆管ののがんは男性では７％から１０％に、肝臓や肝内胆管の
がんでは同１０％から１３％へ増え、女性でも同傾向がんでは同１０％から１３％へ増え、女性でも同傾向にあにあ
る。また、子宮がんは１６％から５％と大幅に改善したが、る。また、子宮がんは１６％から５％と大幅に改善したが、
乳がんはわずかに増えて乳がんはわずかに増えている。いる。

［毎日新聞４月２３日］［毎日新聞４月２３日］ ( 2001( 2001--0404--2323--20:18 )20:18 )



がん予防医学がん予防医学

生活習慣病が心配：２０％

病気が心配：８％
その他

がんが心配：６８％
ニーズに不十分



従来のがん検査従来のがん検査

一般的な血液・生化学・尿検査

各種画像診断（レントゲン・超音波・カメラほか）

がんに特化していない



新しいがんの概念新しいがんの概念

外科疾患

画像所見

ガン細胞の発生 ガンの増大発がん誘因

無所見・無症状 症状出現

遺伝子・免疫の障害 免疫系の検査異常

早期対処で発病回避や根治を目指す



がんの病態がんの病態

遺伝子変異

発癌：免疫力の低下

がんの進行：さらに免疫低下



がんの免疫メカニズムがんの免疫メカニズム

Ｔｈ０

ヘルパーＴ細胞

Ｔｈ２

ガン細胞

Ｔｈ１

ＮＫ細胞

マクロファージ

キラーＴ細胞



細胞性免疫に関わるもの細胞性免疫に関わるもの

サイトカイン（免疫生理活性物質・サイトカイン（免疫生理活性物質・ホルモン類似ホルモン類似））

インターフェロンインターフェロンγ（γ（IFNIFN--γ）γ）
インターロイキン１２（インターロイキン１２（ILIL--1212））
腫瘍壊死因子（腫瘍壊死因子（TNFTNF--α）α）

ナチュラルキラー細胞（ナチュラルキラー細胞（NKNK細胞活性）細胞活性）

ヘルパーＴ細胞（ヘルパーＴ細胞（Th1Th1、、Ｔｈ２）Ｔｈ２）



「がん免疫ドック」の「がん免疫ドック」の
ススメススメ



「がん免疫ドック」の目的「がん免疫ドック」の目的

腫瘍マーカー（がん細胞からの産生物質）を腫瘍マーカー（がん細胞からの産生物質）を
同時に、２１種類測定することにより、がん同時に、２１種類測定することにより、がん
細胞の存在部位のスクリーニング。これに細胞の存在部位のスクリーニング。これに
より、がんの早期発見・進行や転移状況をより、がんの早期発見・進行や転移状況を
推測する。推測する。

細胞性免疫能力を測定することにより、ガン細胞性免疫能力を測定することにより、ガン
に対する抵抗性を診断する。これにより、に対する抵抗性を診断する。これにより、
予防および治療計画が立てられる。予防および治療計画が立てられる。



がん治療者

健常人

受診対象者受診対象者

•がん年齢（40歳以上）に達した方

•過去に異常を指摘された方
•がんでないか詳しく調べたい方
•がん家系と思われる方

•再発・転移の早期発見
•詳しい経過観察



がん免疫ドックのながれがん免疫ドックのながれ

ご予約ご予約

↓↓

問診問診

静脈採血静脈採血

↓↓ 検査センターにて検査および結果の解析（約週間）検査センターにて検査および結果の解析（約週間）

結果報告結果報告

｝ 約３０分間



CASE 1CASE 1



Case 2 Case 2 免疫能力免疫能力



Ｔｈ０

ヘルパーＴ細胞

情報提供

Ｔｈ２

Ｂ細胞 抗体産生

ガン細胞

Ｔｈ１

インターロイキン１２

ＮＫ細胞

マクロファージ
樹状細胞

キラーＴ細胞

活性化･攻撃

インターフェロンγ



インターロイキン１２インターロイキン１２
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インターフェロンインターフェロンγγ
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腫瘍壊死因子腫瘍壊死因子 （（TNFTNF--α）α）
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ＮＫ細胞活性ＮＫ細胞活性

0

20

40

60

80

健常人 早期がん 進行がん

Mann-Whitney U test
N.S.

(%) p=0.17

p=0.66



『が
ん
免
疫
ド
ッ
ク
』の
ス
ス
メ

皆
様
方
は
、
最
も
重
要
な
財
産
で
あ
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。



従来のがん治療従来のがん治療

集学的治療集学的治療 （いわゆるがん３大療法）（いわゆるがん３大療法）

手術手術 腫瘍の取り残し、体力低下腫瘍の取り残し、体力低下

抗がん剤抗がん剤 副作用、免疫低下副作用、免疫低下

放射線放射線 副作用、免疫低下副作用、免疫低下



がん免疫治療がん免疫治療

体に優しい治療

がんの病態に則した治療



治療薬と問題点治療薬と問題点

治療薬治療薬 ピシバニール（ピシバニール（OKOK--432432）、）、
レンチナン（レンチナン（LNTLNT）、）、
クレスチン（クレスチン（PSKPSK）、）、
ソニフィラン（ソニフィラン（SPGSPG）、）、ＢＣＧＢＣＧなどなど

保険適応保険適応 使用法が限定される使用法が限定される

経過観察手段、専門医が少なかった経過観察手段、専門医が少なかった



免疫治療の効果免疫治療の効果

治療・延命効果の報告治療・延命効果の報告

イムノドックによる指標イムノドックによる指標



免疫治療のポイント免疫治療のポイント

③ガン抗原の発現

②リンパ球を健全に

①リンパ球を活発に
刺激 IL-12産生

改善

抗原



①①リンパ球を活発にリンパ球を活発に

キノコ系のグルカンが刺激を与えるキノコ系のグルカンが刺激を与える
免疫活性物質の産生向上（免疫活性物質の産生向上（ILIL--1212・・IFNIFN--γγ））

グルカンを含む良質なキノコ系多糖類グルカンを含む良質なキノコ系多糖類

AHCCAHCC・・アガリクス類・マイタケ類ほかアガリクス類・マイタケ類ほか



グルカンの
免疫刺激

グルカンによるリンパ球刺激グルカンによるリンパ球刺激
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ILIL--1212の推移の推移 （良好例）（良好例）
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IFNIFN--γγの推移の推移 （良好例）（良好例）
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免疫治療のポイント免疫治療のポイント

③ガン抗原の発現

②リンパ球を健全に

①リンパ球を活発に
刺激 IL-12産生

改善

抗原



②②リンパ球を健全に（環境改善）リンパ球を健全に（環境改善）

ハーブ系多糖類ハーブ系多糖類 がリンパ球の環境を改善がリンパ球の環境を改善

リンパ球の消耗を防ぎ、サイトカインの素材を供給リンパ球の消耗を防ぎ、サイトカインの素材を供給

良質な良質なハーブ系多糖類・アミノ酸複合体ハーブ系多糖類・アミノ酸複合体
DD--1212（（ハーブ系多糖類・アミノ酸複合体・微量元素）がハーブ系多糖類・アミノ酸複合体・微量元素）が

免疫枯渇現象を防いで免疫治療を維持・強化免疫枯渇現象を防いで免疫治療を維持・強化



リンパ球に
枯渇現象が発生

免疫枯渇現象をまねく環境免疫枯渇現象をまねく環境

酸化還元
バランス不良 アミノ酸減少

不適切な
免疫治療

ガンの進行



「アメ」として働く

サイトカインを
長期間維持

AHCCの
リンパ球刺激

D-12による
サイトカイン素材供給

リンパ球

「ムチ」として働く

ガン免疫治療の「アメ」と「ムチ」ガン免疫治療の「アメ」と「ムチ」

枯渇現象を回避

キノコ系食品単独の

免疫治療は長続きしない



免疫療法と免疫療法と ILIL--1212



Case 1 Case 1 免疫力増強免疫力増強

急性



Case 1 Case 1 
免疫療法免疫療法
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これからのがん医療これからのがん医療

免疫学的スクリーニングの推進免疫学的スクリーニングの推進

免疫学的経過観察の推進免疫学的経過観察の推進

免疫による基礎治療免疫による基礎治療
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